
第48回技能五輪国際大会（※）やその後の国際大会に向けて、以下の３点を目的として指針を策定。
○ 技能五輪国際大会での日本人選手団の活躍が、我が国における技能尊重気運の醸成に極めて大きな影響があることに鑑み、
その競技力向上を図る。
○ 技能五輪国際大会に向けた活動を通じた我が国の産業界の発展、人材育成に向けた取組の強化を図る。
○ 第49回技能五輪国際大会の開催国が日本・愛知県に決定したことに伴い、一層の競技力強化・未派遣職種解消を図る。

※ 第48回技能五輪国際大会は令和8年9月に中国・上海で開催。

主
旨

・ 「選手強化委員会」、 「職種別分科会」等を設置・運営し、選手の
所属企業・学校、関係業界団体、当該職種の全国大会競技主査
等によるオールジャパンの強化・協力体制を構築
・ 選手強化委員会は、各職種の目標水準や取り巻く状況を踏まえ、
支援策を決定
・ 各職種別分科会は、中長期的な強化訓練計画及び国際大会へ
の参加を通じた人材育成に資する取組を検討・実施

対
応
の
方
向
性

・ 全国大会の競技主査等と連携し、競技課題等運営方法を国際大
会に整合化させる取組をさらに推進
・ 最終選抜の仕組みの導入や代表選抜時期の最適化を推進
・選抜候補者に面接を実施する等、国際大会に求められる資質も選
抜基準として勘案する等、選抜方法の適正化を推進

・ 国際大会に対応した強化訓練を実施するため、人材や機材を確保
・ 選手、エキスパート、指導員、通訳の海外訓練、国内合同訓練、
職能大が実施する研修の受講等の推進
・ 海外訓練等を通じて、環境変化・アクシデントへの対応力を強化
・ メダル獲得の可能性が高い職種に対して重点的な支援を実施

(1)エキスパート
・ 指導力、コミュニケーション力、情報収集力、英語力等に優れ
たエキスパートの選任 、 継続的な就任
(2)通訳
・ 国際大会の運営を十分理解し、適切な通訳・翻訳ができ、
選手・エキスパートとのコミュニケーション能力を持つ者を選定
(3)指導員
・ 国際大会に対応した十分な技能レベル、指導力、情報分析
力を持つ者の選定

・ 関係省庁と連携し、企業、学校、団体等の協力を得つつ、技
能尊重気運の醸成に向けた取組の充実
・ 自国開催を見据え、国際大会や各種技能競技大会等の認
知度向上のための広報の一層の充実
・ 国から企業等に対し、職種別分科会への参加、選考会への
参加勧奨、合同訓練等の実施、機材の提供等に関する協力
要請
・ 国際大会や各種技能競技大会等への国民各層の参加促進
・ 国際大会で優秀な成績を収めた選手、エキスパート等の表彰
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第48回技能五輪国際大会に出場する選手の競技力強化・人材育成に関する指針 別紙２


